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3丁目



電通 、「LGBTQ+調査2023」

LGBTQ+当事者層の割合は9.7％



電通 、「LGBTQ+調査2026」

LGBTQ+当事者層の割合は10.6％





性的マイノリティーに該当  10人に１人

自分が当事者かもしれないと気付いた
時期について
⚫ 「１３歳から１５歳」が最も多く１８．６％、
⚫ 「６歳以下」が１７．２％、
⚫ 「１０歳から１２歳」が１６％、
⚫ ４０歳を過ぎてからという人が９．８％
⚫当事者であることを誰にも明らかにしていない
と答えた人は ５６．８％
職場や学校でカミングアウトしている ２８．１％

（ライフネット生命調査 ２０２３，１１）



2019年9月

東京都健康長寿医療センター研究所
福祉と生活ケア研究チーム（介護・エ
ンドオブライフ研究） 平山 亮



性のあり方はさまざま
―― それを当たり前のものにするために

「うちの利用者さんのなかにも、性的マイノリティにあ
たる方はきっといる。」
そんな想像力をもって利用者さんと関わることが、性の多様性に配慮す
るための第一歩です。

「うちにはいない」「いたことがない」……
本当でしょうか？ もしかしたら言えなかっただけ、
かもしれません。
性的マイノリティが自分の性同一性や性的指向についてオープンにで
きるのは、そうすることで不利益がないという確信をもてる場合だけ。
否定的な言動をとられたり、さらし者にされたり、「『ふつう』とは違う
けど認めてあげましょう」と「上から目線」の温情を受ける対象にされ
たり……そういう扱いがなくならない現状では、言わないこと・隠すこ
とを最善と考えても無理のないことです。



「うちの利用者さんのなかにも、きっといる」・・・
〇〇だったら・・そういう想像力はどうしたら育まれるのか



例えば、こんな言葉遣い・表現はどうですか？

「ご主人さま／奥さま」は使わず

「お連れ合い」や「パートナーさん」を使う
特定の性別や関係（結婚しているかどうか）を前提にしなくても、「大切な人」
「生活をともにしてきた相手」について尋ねることはできます。

「ご家族はいらっしゃいますか？」ではなく
「あなたの介護に関する相談先や連絡先になってほしいのはど
なたですか？」「身の回りのお世話をしてくれる人はいますか？」
異性と結婚していて、子どもがいてという家族のあり方とは違っていても、

利用者さんが自分のケアの決定に関わってほしい人や、日常生活の世話をし
てくれる人はいるかもしれません。家族についての情報を集めるのは、その方
の人間関係に対する興味からではなく、誰がキーパーソンになれそうか、介護
をしてくれる人はいるかを見定めるためであるはずです。だとすれば、それに
ついて直接尋ねることで事足ります。

書類の性別記入欄は「男」「女」の２択にしない
「その他（ ）」を用意したり、選択肢を設けず自由記述式にしたりするこ
とで、さまざまな性別のあり方を念頭においた尋ね方ができます。







わたしたちにできること
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